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平成 20 年 9 月 17 日 

 

  地方公共団体の財政の健全化に関する法律第 22 条第 1 項に基づき公営企業の資金不足

比率を公表するものです。平成 19 年度決算から毎年この時期に公表を行います。 

 

公営企業会計 

実質収支または 

資金不足・剰余額 

（千円） 

資金不足比率 

（%） 

経営健全化基準 

（%） 

水道事業会計 955,774 - 20.0 

病院事業会計 △2,110,298 51.2 20.0 

公共下水道事業 

特別会計 
0 - 20.0 

荒尾市工業団地造成 

事業特別会計 
0 - 20.0 

※△表示は赤字を示す 

 

  下水道事業は決算上は赤字ですが、将来的には解消することが可能な赤字と見込まれるた

め、「実質収支または資金不足・剰余額」はゼロとなっています。（下水処理場の建設など初

期投資が大きいが、将来的には使用料収入等で資金不足を解消することが見込まれるた

め。） 

  病院事業は医師不足等を原因とした赤字により、経営健全化基準を超えている状態です。

経営改革を行ってきましたが、医師減少による収益源が大きく、経営の安定には至っていませ

ん。現在、さらなる経営改革に取り組んでおり、医師確保を最重要課題としながら費用の削減

にも力を入れ、経営健全化基準を下回るよう努めているところです。 

 

[資金不足比率とは] 

  公営企業の資金不足を、公営企業の事業規模である料金収入等の規模と比較して指標化

したものです。この比率が高くなるほど料金収入で資金不足を解消することが難しくなります。 


